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１．はじめに  

 八雲橋は、京都府道 569 号東雲停車場線が一級河川由良川を渡河する 2ヒンジ鋼補剛単純中路吊橋（写

真-1）である。終点側桁端より１本目のハンガーロッドが車両通行時や風によって振動しており、張力が抜

けていると考えられたため、ハンガーロッド一本の取替え工事と橋梁調査を実施、調査結果に基づき補修工

事を追加施工した。小規模吊橋の補修は事例が少なく、各工事において試行錯誤のうえ施工されている。本

橋もその一施工例として報告する。 

２．本橋の概要                            

 ・竣工：昭和 31年 

・形式：2ヒンジ鋼補剛単純中路吊橋 

・橋長：115.00ｍ ・床版：鉄筋コンクリート床版 

・総幅員：6.25ｍ ・橋脚：控え壁式橋台 

３．事前調査 

事前調査の結果、以下の状況が確認できた。 

ハンガーロッドの張力抜け１カ所（KU29：取替え対象）は、写真-2に示す

ように、定着部の腐食が原因と考えられる。ほかに桁端部腐食および端横桁

座屈、桁端部のアバットへの接触を確認した。全体形状の測量を行った結果、

主塔の垂直度などには異常がないことが確認した。 

４．工事概要

上記の事前調査を踏まえ、図-1に示す調査および補修を実施した。ここで

はハンガーロッドの取替え、それに伴う試験、計測を中心に記述する。 

５．ハンガーロッドの取替え 

5.1 施工内容

ハンガーロッドの取替えには、図-2に示す仮吊設備を使用した。取替えによる周辺

ハンガーへの影響を確認するため、振動法による張力測定とひずみ計測によるモニタ

リングを行った。また、強度を確認するため撤去した部材を使用して引張試験を実施

した。 

 キーワード 長寿命化，小規模吊橋，張力計測 

 連絡先   〒135-0016 東京都江東区東陽 7-1-1 株式会社ＩＨＩインフラ建設 橋梁事業部 ＴＥＬ03-3699-2877 

写真-1 橋梁全景 

図-1 工事概要 

写真-2  
張力抜けロッド腐食状況 

図-2 仮吊設備概要 
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5.2 試験・測定結果 

張力測定の対象箇所を以下に示す。A2 側取替対象ハンガーの隣接ハンガーロッド３カ所、対面側３カ所、

対称位置となる A1側桁端のロッドを含む４カ所にて実施した。 

① 振動法による結果 

表-１に張力測定結果を示す。温度変化の影響を回避するた

め夜間に測定を行った。また、測定対象のロッドの形状と測

定方法による測定結果誤差の補正のため、比較的健全である

A1 側測定結果平均値を設計値と比較し補正値を算出した。 

張力測定の結果、張力が抜けていた KU29 ロッドに隣接

する 1本目（KU28）および 2本目（KU27）のロッドで特に

張力の負担が大きかった。 

② ひずみ計測による施工時モニタリング 

ハンガー取替え施工のため KU29 にて仮吊設備による張力の盛替えを行った。

測定対象ハンガーロッドの張力変動を確認しながら施工したが、取替えロッド

に隣接する KU28 にのみ変動が見られ、その他のロッドにはほぼ影響しなかっ

た（図-4）。 

表-2に施工後の張力測定結果を示す。KU29 新設ロッドに張力が移行し KU28

ロッドの張力分担が 15kN 程度減少したが、KU27 の張力は変化しなかった。 

③ 材料試験結果 

表-3 に材料試験結果を示す。

既設材料は SS41 相当の強度を保

持していることが確認できた。 

5.3 その他補修工 

① 支承新設・桁端部腐食対策 

端横桁が座屈しており、既設支承が機能していないと推察さ

れたため、支承を新設した。既設橋台は狭小であり、上面に新

たなアンカー削孔が不可、また桁端空間が著しく狭く伸縮装置

の止水更新や端横桁背面の防錆が困難であった。そこで、橋台

前面に支承用ブラケットを新設、支承線を移動し、不要となっ

た既設端横桁下部を切断した。これにより、既存端横桁背面の

防錆、橋台上排水性向上のための橋台上面の排水勾配改造が可

能となった（写真-3）。 

６．まとめ 

ハンガーロッド取替え後、A2 側 G1(C26～C29)の張力合計は施工前より約 100kN 増加した。これは、KU29

の張力抜けによって A2側 G1支承が過分に負担していた反力が新設ハンガーロッドに移ったためと考えられ

る。KU29 ロッド取替えによりロッドの張力と反力のバランスが改善されたといえる。本工事の設計、施工に

あたりご指導ご協力いただいた中丹東土木事務所様をはじめとする関係各所に深く謝意を表します。 

図-3 張力測定対象箇所 

表-3 材料強度試験結果 

写真-3 桁端部補修完了 
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図-4 ひずみ測定結果(一例) 

表-1 振動法測定結果 

表-2 施工後張力測定結果 
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